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グレア（まぶしさ）錯視は，まぶしくない 
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アメリカ照明学会（IES）によると，グレア（まぶしさ）とは「強い光にともなって

生じる煩わしさ，不快感または視覚性能や視認性の喪失を引き起こす感覚」である． 

“グレア” 錯視と呼ばれる視錯覚がある（Zavagno, 1999）．Tamura ら（2016）は，

そのグレア錯視の効果を心理物理学的に定量化し，主観的な輝度が約 40%上昇すること

を報告した．しかし，そこで実験参加者が評価したのは “明るさ” であり，“まぶし

さ” ではなかった．本研究では，グレア錯視による主観的なまぶしさを心理物理学的

実験により定量化した．その結果，まぶしさが主観的に等価となる輝度は，グレア錯覚

条件と統制条件のあいだで差がなかった．すなわち，グレア錯視は，主観的な “まぶ

しさ” を上昇させていないことが示された．グレア錯視を利用することにより，まぶ

しさを与えることなく，実際より強い明るさを表現できることが示唆される． 
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